
令和２年度 第３回宝達志水町社会教育委員会議

■令和２年度 宝達志水町社会教育委員名簿

■議 題

（１）令和２年度宝達志水町社会教育委員活動報告について

（２）令和２年度社会教育関係事業報告について

①県、町生涯学習事業

②公民館事業 《資料１》

（３）令和３年度宝達志水町社会教育委員活動計画（案）について

（４）令和３年度社会教育関係事業概要（案）について

①県、町生涯学習事業

②公民館事業 《資料１》

③図書館事業 《資料２》

（５）第 63 回全国社会教育研究大会石川大会について 《資料３》

（６）成年年齢引下げ後の成人式対象年齢について 《資料４》

（７）社会教育委員に関するアンケート結果について 《資料５》

（８）その他

宝達志水町町民憲章

私たちの宝達志水町は、恵まれた自然の中で先人のたゆまぬ努力によって

築かれた町です。

この歴史と伝統を重んじ、活力に満ちたまちづくりをめざし、ここに町民

憲章を定めます。

一 豊かな自然を愛し、安全で住みよいまちをつくります。

一 みんなで支え合う、魅力あるまちをつくります。

一 健康を増進し、生きがいを持てるまちをつくります。

一 教養を高め、うるおいのあるまちをつくります。

一 産業を振興し、活力あるまちをつくります。
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令和２年度宝達志水町社会教育委員活動報告

◇その他

・宝達志水町青少年健全育成町民会議 2回（6月中旬書面開催、3月 4日）

・青少年国際交流推進実行委員会 1回（2月下旬書面開催）

時 期 曜 会議・事業名 場 所 参加者

５月中旬
石川県社会教育委員連絡協議会

第 1回役員会（書面開催）

６月中旬
石川県社会教育委員連絡協議会

第 2回役員会（書面開催）

６月下旬
第 1 回宝達志水町社会教育委員

会議（書面報告）

９月 １日

～８日

火

火
グッドマナーキャンペーン 町 内 委員

９月 ２日 水

石川県社会教育委員連絡協議会

第 3回役員会

全国社会教育研究大会実行委員

会

県 庁
職員
（代理）

９月下旬
第 2 回宝達志水町社会教育委員

会議(アンケート調査）

１０月中旬
第 51 回東海北陸社会教育研究大

会（書面開催）
愛知県東海市

１１月１２日 木
第 62 回全国社会教育研究大会

（新潟県内在住者のみ参加）
新潟県長岡市

１月１０日 日 令和 3年宝達志水町成人式 役 場

１月２１日 木
令和 2 年度石川県社会教育委員

研究協議会

石川県

地場産業振興ｾﾝﾀｰ
職員
（代理）

２月 ３日 水
令和 3年宝達志水町立志の集い

特別講演
役 場

２月 ５日 金

石川県社会教育委員連絡協議会

第 4回役員会

全国社会教育研究大会実行委員

会

県 庁
職員
（代理）

３月１７日 水
第 3 回宝達志水町社会教育委員

会議
生涯学習センター 委員



県・町生涯学習事業

家庭教育事業

１ 親学び講座「肝心かなめの１年生塾」

＜事業主体＞ 県教育委員会

＜対 象＞ 小中学校入学前の子どもを持つ保護者

＜内 容＞ 家庭の教育力の向上をめざし、全小中学校が入学説明会等に併せて

冊子を配付し、講座を実施した。

講座の後には、入学時の保護者の不安を和らげるよう、気軽に相談

できる機会を提供した。

２ 家庭教育支援チーム「ひなたぼっこ」による啓発活動

＜趣 旨＞ 核家族化や地域的つながりの希薄化により、家庭や地域の教育力

低下が指摘されているなかで、家庭だけではなく学校や地域全体

で子どもを育てていく環境づくりに努める。

＜事 業＞ ① 保育所入所児を対象に家庭教育支援チーム手作りの紙芝居等

実演により、子どもの生活リズムについて啓発する。

◇テーマ・・・「早寝・早起き・朝ごはん」

◇場 所・・・町内保育所（４か所）

②家庭教育支援チームによる子育て相談

◇場 所・・・町子育て支援センター（南部保育所内）

◇活動日・・・未定

①、②どちらも今年度の活動については、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、活動先等と相談し、見合わせることとした。

※（家庭教育支援チーム）元保育士や県子育てサポートリーダー養成講座修了者１０人

により構成され、平成２０年度から活動

平成２７年３月１２日、早寝早起き朝ごはん運動に対する文部科学大臣表彰を受賞

心の教育事業

１ 親子の架け橋一筆啓上「親子の手紙」

＜事業主体＞ 心の教育推進協議会

＜趣 旨＞ 日頃、なかなか口にできない親子の思いを「短い手紙」に表現して、

互いの気持ちを理解することや、家族の話し合いを大切にする気運

を高める。

＜事 業＞ 応募資格：小、中学生の児童生徒と親（祖父母など家族含む）

募集期間：５月１０日（日）～８月１３日（木）



【応募数】

＜石 川 県＞ 26，657 点 (※前年度応募数 28，224 点)

＜宝達志水町＞ 688 点 (※前年度応募数 708 点)

＜町内入賞者＞ 優秀賞 西口 結(志雄小学校 6年)

優良賞 國井 海翔(樋川小学校 1年)

優良賞 松田 一華(宝達小学校 4年)

優良賞 米谷あずさ(宝達中学校 1年)

佳 作 豊田 蒼(志雄小学校 3年)

佳 作 久保 花鈴(宝達中学校 2年)

※作品集(優秀賞及び優良賞は作品、佳作は氏名のみ掲載)を後日児童に配付

２ 子どもの生活リズム向上推進事業「げんきいっぱいカード」

＜事業主体＞ 心の教育推進協議会

＜趣 旨＞ 「早寝・早起き・朝ごはん」等、基本的生活習慣を盛り込んだ生活

記録カードに、保護者が幼児と共に記録することを通して、幼児の

望ましい生活習慣を育成しようとする気運を高める。

＜内 容＞ ３・４・５歳児の保護者を対象に、７月から９月のうちの１か月間

「げんきいっぱいカード」を用いて、子どもと保護者が早寝・早起

き・朝ごはん・お手伝いについてチェックした。

【達成者数】

＜石 川 県＞ 8,376 人 （※前年度 7,087 人）

＜宝達志水町＞ 54 人 （※前年度 69 人）

３ 子ども読書活動推進計画

＜事業主体＞ 町立図書館

＜内 容＞ すべての子どもがそれぞれの発達段階において自主的に読書活動

を行うことができるように、また幼い頃から本に親しむことにより、

健やかに成長していけるように、子どもの読書環境の整備・充実を

図った。

＜実施項目＞ ・ブックスタート事業（0歳児に絵本のプレゼント）

・わらべうたの会（乳幼児と保護者対象のおはなし会）

・本の宝箱（小学生おすすめリスト）を新一年生に配布

・うちどく啓発を広報でＰＲ

・うちどく啓発事業

・計画の周知

《資料２》「令和２年度図書館事業実績報告書」p.1～9 参照

４ 学校支援ボランティア

＜事業主体＞ 小・中学校

＜趣 旨＞ 学校の教育活動について地域の教育力を生かす。学校・家庭・地域

が一体となって学校教育を支援し、地域ぐるみで子どもたちを育て

ていく。

＜登録者数＞ 197 人（令和 2年 4月 1日現在）



【内訳】※重複登録 2人

５ あいさつ運動、愛のひと声運動

＜事業主体＞ 町青少年健全育成町民会議・あいさつ運動推進委員会

＜参加団体＞ 区、学校、保育所など

＜内 容＞ 地域ぐるみで明るく健やかな青少年を育むため、家庭・学校・地域

が連携し、「あいさつ運動」「愛のひと声運動」を推進した。

＜実施期間＞ 強化週間（土・日・祝日を除く）

４月６日（月）～１３日（月）、 ６月１日（月）～ ８日（月）

９月１日（火）～ ８日（火）、１１月２日（月）～１０日（火）

※４月は新型コロナウイルス感染症の影響により事業を中止した。

６ グッドマナーキャンペーン

＜事業主体＞ 心の教育推進協議会

＜参加団体＞ 青少年健全育成町民会議、区長会、社会教育委員、小中学校など。

＜内 容＞ 青少年の公共マナーやルール等に対する規範意識の向上を目的と

して、9月 1日から 30 日まで各種団体が協力して青少年に公共マナ

ーを呼びかけるキャンペーンを実施した。また、9月 1 日から 8日

までを重点期間と位置付けて、児童・生徒の登下校時、小・中学校

周辺の交通の要所において街頭指導を実施した。

＜参加人数＞ 1,349 人 （※前年度 1,390 人）

その他事業

１ 青少年国際交流推進事業

＜事業主体＞ 生涯学習課

＜趣 旨＞ 町の将来を担う青少年を海外に派遣し、外国の人々との親善交流や

海外生活等を通して青少年の国際感覚を養うとともに、国際化に対

応できる人材の育成を図る。

＜概 要＞ 中学生及び高校生をオーストラリアに派遣し、交流を図る。

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により事業を中

止した。

支 援 内 容 登録者数

学 習 支 援 総合的な学習の時間の指導、授業の補助 15 人

部活動支援 部活動の指導、補助 0人

図書活動支援 図書室の整理、本の読み聞かせ等 18 人

環境整備支援 花壇や植え込みの手入れ、草刈り、通学路の除雪等 59 人

学校行事支援 運動会や文化祭などの準備補助 0人

安全指導支援 登下校時の通学路の安全指導 107 人

合 計 199 人



２ ＪＡＰＡＮ ＴＥＮＴ

＜事業主体＞ ＪＡＰＡＮ ＴＥＮＴ開催委員会

＜趣 旨＞ 日本で学ぶ様々な国の留学生・研修生を石川県に招き、県全域を大

きな交流の場として、県民との交流を行う。

＜概 要＞ 留学生等を受け入れる町内のホストファミリーを募集する。

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症の影響により事業縮小

となったため、ホストファミリーの募集を中止した。

３ 親子のホッとネット大作戦 （インターネット等の適正利用推進事業）

＜事業主体＞ 石川県教育委員会事務局生涯学習課

＜対 象＞ 小・中・高等学校のＰＴＡ、教職員

＜内 容＞ インターネット利用に潜む危険から子どもを守るために、各小中学

校でパンフレットの配付や情報学習会を行った。

４ 成人式

＜事業主体＞ 生涯学習課（式典）、成人式実行委員会（交流会）

＜日 時＞ 令和３年１月１０日（日）午後２時～

＜場 所＞ 役場庁舎２階 大集会室

＜対 象＞ 平成１２年４月２日から平成１３年４月１日生まれの住民登録者及

び町内に住所を有しない町内中学校卒業者

＜内 容＞ 宝達中学校の卒業第一期生の新成人による実行委員会を４年ぶりに

立ち上げ、式典や交流会の運営を行った。

交流会では、くす玉の開披、思い出のスライドショー上映など、これ

までになかった企画も加わり、２校に分かれていた時よりも一体感が

感じられた。

新型コロナウイルス感染対策を講じた上での初開催であったが、参加

率はほぼ例年通りで、大きな問題もなく無事に開催することができた。

＜成人者状況＞

対象者数（人） 参加者数（人） 参加率（％）

153 122 79.7

▲二十歳の決意を述べる成人者代表▲ ▲謝辞を述べる成人者代表



５ 立志の集い特別講演

＜事業主体＞ 宝達中学校（生涯学習課）

＜日 時＞ 令和３年２月３日（水）午後２時～

＜場 所＞ 役場庁舎２階 大集会室

＜対 象＞ 宝達中学校２年生 ９２人

宝達中学校１年生と町内の５つの小学校の５、６年生もリモートで講

演を視聴した。

＜特別講演＞ 講師 東大クイズ王 林 輝幸 氏

演題 「学ぶこと、努力することの重要性」

※立志の集いは令和２年度から宝達中学校の学校行事として実施。

１月２１日（木）に２年生の各クラスの会長と副会長が「３年生に向けての心構

え」として、これから頑張りたいことを発表した。

公民館事業

○ 公民館事業報告

《資料１》「令和２年度公民館事業実績報告書」p.1～3 参照

▲講師に積極的に質問する生徒 ▲講師にお礼の言葉を述べる生徒



令和 3年度宝達志水町社会教育委員活動計画(案)

◇その他

・宝達志水町青少年健全育成町民会議 2回（5月下旬、3月上旬）

・青少年国際交流推進実行委員会 1回（2月中旬）

時 期 曜 会議・事業名 場 所 参加者

5 月上旬 第 1回宝達志水町社会教育委員会議 生涯学習センター 委員

5月上旬
石川県社会教育委員連絡協議会

第 1回役員会
県 庁 役員

7月中旬
石川県社会教育委員連絡協議会

第 2回役員会
県 庁 役員

9月 １日

～8日

水

水
グッドマナーキャンペーン 町 内 委員

9月下旬 第 2回宝達志水町社会教育委員会議 生涯学習センター 委員

10 月 27 日

～29 日

水

金

第 63 回全国社会教育研究大会

（東海北陸社会教育研究大会及び石

川県社会教育委員研究協議会を併せ

て開催）

石川県小松市
委員

他

1月 9日 日 令和 4年宝達志水町成人式 役場 大集会室 委員

2月中旬
石川県社会教育委員連絡協議会

第 3回役員会
県 庁 役員

3月下旬 第 3回宝達志水町社会教育委員会議 生涯学習センター 委員



令和 3年度社会教育関係事業概要(案)

家庭教育事業

１ 親学び講座「肝心かなめの 1年生塾」

＜事業主体＞ 県教育委員会

＜対 象＞ 小中学校入学前の子どもを持つ保護者

＜趣 旨＞ 冊子配付や講座実施により、家庭の教育力の向上をめざす。

入学時の保護者の不安を和らげるよう、気軽に相談できる機会を

提供する。

＜概 要＞ 肝心かなめの１年生塾（全小中学校が入学説明会等に併せて実施）

２ 家庭教育支援チーム「ひなたぼっこ」による啓発活動

＜趣 旨＞ 核家族化や地域的つながりの希薄化により、家庭や地域の教育力

低下が指摘されているなかで、家庭だけではなく学校や地域全体

で子どもを育てていく環境づくりに努める。

＜事 業＞ ① 保育所入所児を対象に家庭教育支援チーム手作りの紙芝居等

実演により、子どもの生活リズムについて啓発する。

◇テーマ・・・「早寝・早起き・朝ごはん」

◇場 所・・・町内保育所（４か所）

②家庭教育支援チームによる子育て相談

◇場 所・・・町子育て支援センター（南部保育所・相見保育所

内）

◇活動日・・・未定

※（家庭教育支援チーム）元保育士や県子育てサポートリーダー養成講座修了者１０人

により構成され、平成２０年度から活動

平成２７年３月１２日、早寝早起き朝ごはん運動に対する文部科学大臣表彰を受賞

心の教育事業

１ 親子の架け橋一筆啓上「親子の手紙」

＜事業主体＞ 心の教育推進協議会

＜趣 旨＞ 日頃、なかなか口にできない親子の思いを「短い手紙」に表現して、

互いの気持ちを理解することや、家族の話し合いを大切にする気運を

高める。

＜事 業＞ 応募資格：小、中学生の児童生徒と親（祖父母など家族含む）

募集期間：５月９日（日）～８月１３日（金）予定



２ 子どもの生活リズム向上推進事業「げんきいっぱいカード」

＜事業主体＞ 心の教育推進協議会

＜趣 旨＞ 「早寝・早起き・朝ごはん」等、基本的生活習慣を盛り込んだ生活

記録カードに、保護者が幼児と共に記録することを通して、幼児の

望ましい生活習慣を育成しようとする気運を高める。

＜概 要＞ ３・４・５歳児の保護者を対象に、７月から９月のうちの１か月間

「げんきいっぱいカード」を用いて、子どもと保護者が早寝・早起

き・朝ごはん・お手伝いについてチェックする。

３ 学校支援ボランティア

＜事業主体＞ 小・中学校

＜趣 旨＞ 学校の教育活動について地域の教育力を生かす。学校・家庭・地域

が一体となって学校教育を支援し、地域ぐるみで子どもたちを育て

ていく。

＜概 要＞ 学校支援ボランティアの登録 令和２年度 １９７人

４ あいさつ運動、愛のひと声運動

＜事業主体＞ 町青少年健全育成町民会議・あいさつ運動推進委員会

＜参加団体＞ 区、学校、保育所など

＜趣 旨＞ 地域ぐるみで明るく健やかな青少年を育むため、家庭・学校・地域

が連携し、「あいさつ運動」「愛のひと声運動」を推進する。

＜概 要＞ 強化週間：

４月５日（月）～１２日（月）、 ６月１日（火）～ ８日（火）

９月１日（水）～ ８日（水）、１１月１日（月）～ ９日（火）

５ グッドマナーキャンペーン

＜事業主体＞ 心の教育推進協議会

＜参加団体＞ 青少年健全育成町民会議、区長会、社会教育委員、小中学校など。

＜趣 旨＞ 青少年の公共マナーやルール等に対する規範意識の向上を目的と

している。

＜内 容＞ ９月１日から３０日まで各種団体が協力して青少年に公共マナー

を呼びかけるキャンペーンを実施する。

９月１日から８日までを重点期間と位置付けて、児童・生徒の登下

校時、小・中学校周辺の交通の要所において、街頭指導を行う。



その他事業

１ 青少年国際交流推進事業（派遣事業）

＜事業主体＞ 生涯学習課

＜趣 旨＞ 町の将来を担う青少年を海外に派遣し、外国の人々との親善交流や

海外生活等を通して青少年の国際感覚を養うとともに、国際化に対

応できる人材の育成を図る。

＜概 要＞ 中学生及び高校生をオーストラリアに派遣し、交流を図る。

※令和３年度は新型コロナウイルス感染症の影響により事業を中

止。令和２年度に引き続き、２回連続の中止となるため、交流し

ている現地の学校と宝達中学校の生徒のリモートによる交流の

実施を検討中。

２ ＪＡＰＡＮ ＴＥＮＴ

＜事業主体＞ ＪＡＰＡＮ ＴＥＮＴ開催委員会

＜趣 旨＞ 日本で学ぶ様々な国の留学生・研修生を石川県に招き、県全域を大

きな交流の場として、県民との交流を行う。

＜概 要＞ 例年は、留学生等を受け入れる町内のホストファミリーを募集して

いるが、新型コロナウイルス感染症の影響により、令和３年度の事

業内容については未定。

３ 親子のホッとネット大作戦 （インターネット等の適正利用推進事業）

＜事業主体＞ 石川県教育委員会事務局生涯学習課

＜対 象＞ 小・中・高等学校のＰＴＡ、教職員

＜趣 旨＞ インターネット利用に潜む危険から子どもを守るために、パンフ

レットの配付・情報学習会を行う。

＜事 業＞ ①啓発パンフレット等配付（７月・１２月）

②情報学習会

※11 月のいしかわ教育ウイーク等にあわせて各学校が実施

※多くの保護者が参加する機会を利用し、周知啓発を図る

４ 成人式

＜事業主体＞ 生涯学習課（式典）、成人式実行委員会（交流会）

＜趣 旨＞ 成人を祝って式典を開催する。また新成人が旧交を温めることがで

きるように交流会を開催する。

＜概 要＞ 日時 令和４年１月９日（日）午後２時～

場所 役場庁舎２階 大集会室

対象 平成１３年４月２日から平成１４年４月１日生まれの住民

登録者及び町内に住所を有しない町内中学校卒業者

内容 式典及び交流会



５ 立志の集い

＜事業主体＞ 宝達中学校（生涯学習課）

＜趣 旨＞ 中学２年生の代表者が立志の決意を述べ、参加者全員が誇りと自覚

を持ち、自身の「志」に向かって努力するよう促す。

＜概 要＞ 日時 未定

場所 宝達中学校

対象 宝達中学校２年生

内容 立志の集い及び記念講演会

全国社会教育研究大会

10 月 27 日（水）～10 月 29 日（金） 於：石川県小松市「こまつ芸術劇場うらら」

公民館事業

《資料１》「令和２年度公民館事業実績報告書」p.4 参照

図書館事業

《資料２》「令和２年度図書館事業実績報告書」p.10～12 参照


